
滋
賀
・野
路
岡
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
草
津
市
野
路
町
宇
岡
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
四
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
草
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
別
所
健
二

（草
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

５
　
遠退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（野
路
宿
跡
か
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
ｉ
鎌
倉
時
代
前
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

野
路
岡
田
遺
跡
は
、
草
津
市
東
南
部
に
広
が
る
古
期
湖
成
段
丘
の
先
端
に
位

置
す
る
が
、
そ
の
立
地
は
古
代
以
来
の
東
山
道

。
東
海
道
お
よ
び
馬
道
と
今
も

称
さ
れ
、
中
世
以
来
の
要
港
、
矢
橋
港

へ
至
る
古
道
等
が
隣
接

・
交
錯
す
る
交

通
上
の
要
衝
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
本
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
岡
田
と
い
う
字
名
も

一
困
し
て
、
延
喜
式
に
そ
の
名
を
留
め
る
岡
田
駅
の
所

在
地
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
も
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
先
立
ち
、
東
西
四
〇
〇

ｍ
・
南
北
三
〇
〇

ｍ
と
推
定
さ
れ
る
本
遺
跡
の
北
部
域
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の
結
果
、
発
掘
区
域
全
面
か
ら
二
四
棟
を
数
え
る
掘
立
柱
建
物
跡
を
は
じ

め
と
し
て
、
井
戸
跡
五
基

・
築
地
状
遺
構

一
列
の
ほ
か
、
土
媛

・
濤
状
遺
構

・

柵
列
等
多
数
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
据
立
柱
建
物
跡
に
つ

い
て
は
、
径
六
Ｏ

ｃｍ
前
後
の
比
較
的
大
き
い
掘
形
を
有
す
る
Ｃ
類
五
棟
を
除
い

て
は
、
先
に
記
し
た
馬
道
と
称
す
る
古
道
及
び
築
地
状
遺
構
と
平
行
軸
を
保
持

し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
ほ
か
、
二
間
ｘ
八
間
又
は
五
間
と
い
う
長
棟
式
の
建
物

跡
が
三
棟
見
ら
れ
、
後
に
記
す
出
土
土
器
内
容
と
と
も
に
、
畿
内
周
辺
部
の
中

世
村
落
と
し
て
特
異
な
構
成
を
塁
し
て
い
る
。
な
お
、
木
筒
の
出
土
を
見
た
の

は
、
調
査
区
北
西
隅
で
検
出
し
た
直
径
五
ｍ
余
の
井
戸
跡

の
下
層

か
ら
で
あ

り
、
上
層
か
ら
は
瓦
器

・
土
師
器
ほ
か
の
中
世
土
器
が
大
量
に
出
上
し
た
。

こ
れ
ら
の
遺
構
及
び
包
含
層
か
ら
の
出
土
遺
物
に
は
、
先
に
記
し
た
瓦
器

・

土
師
器

・
中
世
須
恵
器

・
青
磁

・
白
磁

・
灰
釉

。
緑
釉

・
黒
色
土
器
等
多
彩
な

中
世
土
器
が
認
め
ら
れ
る
は
か
、
素
弁
八
葉
蓮
華
文
の
軒
丸
瓦

・
平
瓦
な
ら
び

に
風
字
硯

。
小
刀

。
砥
石
、
井
戸
枠

・
曲
物

・
水
桶

・
杓

・
下
駄

・
箸

・
木
簡

等
の
木
製
品
に
至
る

紛
　
ま
で
多
種
類
な
も
の

剰
　
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

期
　
こ
のう
ち
出
土
土
器

部
　
の
大
半
は
瓦
器
と
土

斯
　
師
器
で
あ
り
、
そ
れ

鰯　も瓦器椀と土師皿

と
い
う
二
大
構
成
が

認
め
ら
れ
る
。
県
下



1980年出上の木簡

の
平
安
時
代
後
期
を
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
集
落
跡
で
は
、
黒
色
土
器
椀
と
土
師

皿
が
出
土
土
器
の
主
要
器
種
と
な
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て

も
本
遺
跡
の
都
市
的
性
格
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「口
□
　
　
　
　
　
　
」

用
途
不
明
の
木
製
品
を
転
用
し
た
も
の
か
。

れ
る
。
左
側
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

］
Φ
卜
×
（
∞
∞
）
×
Φ
　
ｏ
Φ
い

上
部
右
側
に
墨
痕
が
認
め
ら

野路岡田遺跡遺構配置図
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